
皆様こんにちは、ヨコレイひまわり発電所です。

危険な暑さが続いています。万全の対策を行い熱中症

を予防しましょう。

それでは今月も、ひまわり通信にお付き合いください。

フロン排出抑制の強化政策、中間とりまとめを公表

経済産業省は、地球温暖化抑制のため「フロン類のさらなる排出抑制に向けた対策の方向性について（中間と

りまとめ）」を公表しました。中間とりまとめでは、フロン類の製造から使用、廃棄、再利用に至るライフサ

イクル全体での包括的な強化策が示されました。

フロン類は、業務用エアコンや冷凍冷蔵機器の冷媒として広く用いられている一方、強力な温室効果ガスの性

質を持ちます。フロンの一種であるハイドロフルオロカーボン（HFCs）は日本国内において3年連続で排出

量が減少しているものの、2030年度の目標値とは依然としてCO₂約1,900万t相当の開きがあります。この

乖離を埋め、モントリオール議定書キガリ改定による段階的な削減スケジュールに対応するには、従来の取り

組みを大きく強化することが不可欠です。

まず、機器の使用段階における漏えい対策の徹底です。業務用機器の管理者に対し、所有機器を正確に把握す

る台帳の整備を求めるとともに、削減目標の設定や管理計画の策定を促す仕組みを検討します。特に漏えいリ

スクの高い老朽化機器については、計画的な更新や省エネ・低GWP（地球温暖化係数）機器への移行を対策

の中核と位置づけます。さらに、センサーやIoT技術を活用した常時監視・点検システムを評価・導入し、漏

えいの早期発見と迅速な修繕の定着を図ります。

次に、工事・廃棄時における回収の徹底です。建物の解体時だけでなく、設備の修繕や模様替えといった工事

の際にも機器の有無や冷媒処理の事前確認を義務付け、現場での回収漏れを防ぎます。これまで家電リサイク

ル法で管理されてきた家庭用エアコン等についても、フロン排出抑制法との連携を整理し、漏れのない回収体

制を再構築します。また、違法放置や未回収のままの破砕処理を防ぐため、事業者間の情報連携強化や自治体

による指導監督の実効性向上を進めます。

さらに重要となるのが「冷媒サーキュラーエコノミー」の確立です。

新規フロンの生産・輸入が縮小する中、メンテナンスや充塡に必要

な冷媒を確保するため、回収した使用済みフロンを高度に精製・再

利用する再生冷媒市場の形成を促進します。修理時における再生冷

媒の優先利用や活用方針の報告を求める制度設計により、国内での

循環サプライチェーンの定着を目指します。これに加え、メーカー

に対する指定製品制度の拡充や、低GWP・ノンフロン技術の開発

促進を並行して進め、技術転換と循環利用の双方から排出削減の達

成を目指します。



ヨコレイ太陽光発電 7月の発電量

1007. 1 kWh

■横浜市の天気概況 <気象庁HPより>

日 照 時 間：190. 0 時間（先月：108. 7 時間）

平均最高気温： 31. 4 ℃  （先月： 25. 3 ℃ ）

0120-37-4501
（受付時間 9:00～18:00 土日祝日を除く）

※本紙の配信停止をご希望の方は、ご連絡ください※
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https://yokoray.co.jp/solarenergy/

空調服 送風ファンの容量を

アップして全社員に支給

新井町盆踊り大会 設営のお手伝いをしました

8月1日（土）に地元の新井町町内会が主催する盆踊り大会が開催されるにあたり、設営と後片付けのお手伝い

を7月31日（金）と8月3日（月）にそれぞれ行いました。猛暑の中でしたので、空調服の着用、クーラーボ

ックスや塩タブレットの準備など熱中症対策を十分に行い、資材運搬やテント設営、仮設トイレ設置などを

行いました。町内会役員の皆様にはとても喜んでいただきました。

夏の猛暑対策として、従来品よりも大風量を

出すことのできる強力な空調服用送風ファン

及び専用バッテリーが、全社員へ支給されま

した。施工現場のみならず、地域清掃などの

社外活動でも早速活躍しています。

@yokoray_official
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出前授業を実施しました

７月15日（水）、藤沢工科高等学校にて出前授業を実施しま

した。生徒19名を対象に、空調機の仕組みについての講義の

ほか、室内機と室外機の分解作業、冷媒配管を接続するために

欠かせない銅管のフレア加工の実技講習を実施しました。生徒

の皆様には仕事の奥深さに触れてもらうと同時に、空調エンジ

ニアの業務に興味を抱いてもらう貴重な機会となりました。


